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 上段の写真はある雨上がりの新島空港です。毎日の定時点検において、滑走路等の FOD（石、舗装片、
航空機部品など、航空機に損傷を与え、最悪の場合、航空機事故を引き起こす可能性のある「物」のこと）

や、航空機の運航に影響を与える路面状況の確認を行っています。ふだん目につかない小石も、雨の日に

は上段右の写真のように存在を訴えてきます。

下の写真は、2月 13 日（水）に行われた、航空灯火の飛行検査の模様です。この検査は 1年に 1回で
すが、目視による航空灯火の視認性の確保については日常点検において実施しています。

我々管理事務所職員は、毎日、このような異物も見逃さず、空港における航空機の安全な離着陸に欠か

すことのできない滑走路の安全点検を実施して、空港を利用する皆様に安全安心をお届けできるよう業務

を行っています。

新島港の大型船・高速ジェット船の就航率向上を目的として、港内静穏度確保のため、平成 30 年度工
事（平成 31年 3 月下旬完了予定）で防波堤の胸壁（パラペット）を整備中ですが、それに伴い大型船が
接岸する岸壁の先端に取付けられていた赤灯台を防波堤（北）先端部の新設した胸壁の上へ移設を行いま

した。なお、胸壁の整備については、今後 2～3年での完成を目指しています。

 新島港においては、南海トラフ巨大地震が発生した

場合、津波が到達するまでに浸水範囲外への避難が困

難であると予測されています。

 そのため、利用者の安全性確保を目的に、平成 30 
年 11月に津波避難施設の建設に着手しました。現在

は施設の基礎部分の施工を行っており、平成 32年 2 
月末の完成を予定しています。

作業期間中は工事の進捗に伴い、駐車場所や通路が

 変更する場合がありご不便をおかけしますが、ご理解

とご協力をお願いいたします。
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